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Calculated MW:39kD;0Observed MW:39kD

MAP2K3

MAP2K3;MEK3;MKK3;PRKMK3;SKK2;Dual specificity mitogen-activated protein kinase
kinase 3;MAP kinase kinase 3;MAPKK 3;MAPK/ERK kinase 3;MEK 3;Stress-activated protein
kinase kinase 2;SAPK kinase 2;SAPKK-2;SAPKK?2
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	応用
	抗原情報
	背景
	細胞局在：細胞質、核。この遺伝子によってコードされるタンパク質は、MAPキナーゼファミリーに属する二重特異性タンパク質キナーゼである。このキナーゼは、分裂促進ストレスおよび環境ストレスによって活性化され、MAPキナーゼを介したシグナル伝達カスケードに関与する。MAPK14/p38-MAPKをリン酸化して活性化する。このキナーゼはインスリンによって活性化され、グルコーストランスポーターの発現に必須である。RASがん遺伝子の発現は、このキナーゼの活性型の蓄積をもたらし、MAPK14の恒常的活性化を誘導し、初代培養細胞のがん化を引き起こすことが分かっている。このキナーゼの阻害は、エルシナ・シュードツベルクローシス（Yersina pseudotuberculosis）の病因に関与している。この遺伝子には、異なるアイソフォームをコードする複数の選択的スプライシング転写バリアントが報告されている。[RefSeq提供、2008年7月]
	研究分野
	-
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	Jurkat細胞ライセートを4～20% SDS-PAGEで分離し、膜をMEK3ウサギモノクローナル抗体（1:1000）でブロッティングした。抗体の検出にはHRP標識ヤギ抗ウサギIgG(H + L)抗体を用いた。

